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部活動の意義（部活動の指導について（改訂版）, 滋賀県教育委員会）

中学校学習指導要領（平成２９年３月告示）第１章総則 第５の１のウ（抜粋）

特に，生徒の自主的，自発的な参加により行われる部活動については，スポーツや文化，科学等に親しませ，学
習意欲の向上や責任感，連帯感の涵養等，学校教育が目指す資質・能力の育成に資するものであり，学校教育の
一環として，教育課程との関連が図られるよう留意すること。その際，学校や地域の実態に応じ，地域の人々の
協力，社会教育施設や社会教育関係団体等の各種団体との連携などの運営上の工夫を行い，持続可能な運営体制
が整えられるようにするものとする。 

○ 好ましい人間関係の構築

○ 学習意欲の向上や自己肯定感、責任感、連帯感の涵養

○ 生徒の多様な学びの場 

△ プロ選手や日本代表を輩出させること

△ 厳しい練習や鍛錬によって忍耐力をつけさせること

△ 指導者自身の実績づくり

もう一度、部活動の意義や
位置付けの再確認を
お願いいたします



「スポーツマネジメント」



「スポーツマネジメント」

『個人や集団がさまざまな資源を通して、

スポーツに関する組織目標達成を目指して働く過程』

（山下・原田, 2005; Harsey et al, 1996）



組織目標の役割

【組織目標設定に関する留意点】

⚫ 年度初期に関係者間における合意形成を経て決定すること

⚫ 成長段階の多様性理解：身体的・心理的な発達差が大きいこと

⚫ 将来に向けた価値観形成期：学習・経験・失敗を通じた改善・人間形成

⚫ スポーツの楽しさ（難しさ）やスポーツを通じた感情形成を把握：競技力と楽しさの両立を目指して

➢ チームの羅針盤：方向性、価値観、優先順位を明確化

➢ 関係者間の共通認識形成：指導者、保護者、選手が「何を大事にするか」を理解

➢ 「短期目標」と「長期目標」による成長の見える化：大会の目標（短期）＋人間力や社会性（長期）

➢ 競技力だけを育成する（結果として求める）組織（チーム）ではないことを最重要理解しておく必要

組織目標達成に向けた部活動の運営、活動メニュー等の適切な設定を



組織目標の設定

【ミニワーク】

⚫ チームで掲げている目標の書き出し

⚫ 「基本目標」「中期目標」「短期目標」が設定されているか？

⚫ 目標が、関係者間できちんと共有されているか？

⚫ 練習メニューや指導方法等が、目標が反映された内容で構成されているか？

① 基本目標（理念レベル）：例．「子どもの健全な成長」「スポーツを通じた仲間との協同」

② 中期目標（チーム方針レベル、年間目標）：「フェアプレーの徹底」「基本技術の習得」

③ 短期目標（大会ごと・練習単位）：「地区大会ベスト４」「挨拶・マナーの改善」

※チーム指導者の志向や想いだけで目標を設定しないように

『理念 ⇒ 方針 ⇒ 行動』のプロセスを整理



組織目標に関するポイント

➢ 組織としての目標を明確にし、関係者間で合意形成/共有することが、組織として取り組む第一歩

➢ 勝利だけでなく、教育・社会性・多様性等も組織目標として位置付ける（取り入れる）こと

➢ 『子供たちの成長』を多面的な観点で支援すること

➢ 目標と練習・役割・評価が一致しているかを定期的に確認・振り返りをすること

計画 ⇒ 実行 ⇒ 確認 ⇒ 改善 の
PDCAサイクルを用いた組織の適切な運営を



具体的なスポーツマネジメント事例



具体的なスポーツマネジメントの全体像

「教育的側面」と「競技的側面」の両立が必要なため
マネジメントの領域も多面的

領域 内容の焦点 キーワード

1. 組織運営
チームの基本方針・組織構造・役割分担・
目標管理

ビジョン設定、ルール整備、
保護者対応

2. 指導・育成
技術・戦術・体力だけでない
人格形成を含む教育的指導

個別指導、コーチング、フィードバック

3. 安全・健康
事故・けが・熱中症予防、
メンタルヘルス管理

リスクマネジメント、医療連携、
栄養管理

4. チームビルディング・人間関係 コミュニケーション・役割・リーダー育成
キャプテンシー、心理的安全性、
ピアサポート

5. 保護者・地域連携 保護者会・地域団体・学校との協働体制
情報共有、協働企画、
地域社会との接点

6. キャリア・進路・価値観形成 高校進学・スポーツ継続・将来像形成支援
進路相談、ライフスキル教育、
スポーツを通じた価値観形成



組織運営

チームが持続的かつ安全に機能し、子どもたちの成長・競技力向上を支えるために、方針・仕組み・役

割・連携を整えること。

➢ 「現場の指導力」だけで組織を運営するのではなく、チームの仕組みや役割を適切に配分すること

➢ 子ども達はまだ成長途上過程（自律は不十分）なことからも、明確なルール・方針を設定すること

➢ チームの目標や活動計画、活動メニューについて、属人的にならないように留意すること

出典：中学校部活動サッカー指導の手引き（日本サッカー協会）



組織運営の主な要素
要素 内容 実践例

1. ビジョン・理念の設定 「何のためのチームか」を明文化し、全員で共有
「子どもの健全育成と競技力向上の両立」など
チーム憲章や理念を掲示

2. 年間計画・シーズン計画 大会・練習・イベントの全体スケジュールを可視化 年間カレンダー・月例予定表を配布

3. 役割分担の明確化
指導者・保護者・子ども（キャプテンや係）
それぞれの役割を整理

指導：練習指導、保護者：送迎・大会サポート、
子ども：準備・片付け

4. 情報共有の仕組み化
学校・指導者・保護者・選手間の
連絡方法・ルールを決定

LINEグループ・Googleフォーム・掲示板など統一

5. 方針・ルールの整備
出欠・服装・SNS・練習参加などのルールを設定し
説明

「活動ガイドライン」を保護者会で配布・説明

6. 評価・振り返りの仕組み 活動後に課題・改善点を整理し次に活かす
シーズン末にアンケート・
ミーティングでフィードバック

7. リスクマネジメント
事故・けが・気候・メンタル・SNSなどのリスク
対応体制

救急体制・保険加入・危険予知訓練・SNSポリシー

①場当たり的に組織を動かさない
②事前に決定した計画やルールに基づいて組織を展開

③指導者（顧問）がひとりで責務や業務を負わない仕組みづくり



チームビルディング・人間関係

全関係者間における、学びと成長を促す“関係の土台”を設計・運用すること。

➢ 安心・安全（心理的安全性）の確保

（例．からかい・陰口・威圧をゼロにする明文化やルールづくり）

➢ 協働（助け合い・役割分担）の制度設計

（例．各人への役割や期待を可視化することで、一体感や組織で取り組むことの重要性を醸成）

➢ 対話（コミュニケーション）や研修会の実施による組織の成熟化、充実化

（例．全体ミーティング、リスペクトに関する研修会、定期的な面談等の実施）

➢ 成長（挑戦・失敗⇔振り返り、改善）できる環境や循環の形成

（例．失敗＝成長の種。ネガティブな事象ではないことを共通理解にする）

出典：日本サッカー協会



チームビルディング・人間関係のポイント

➢ 単なる勝敗を競う場や競技力向上だけを趣旨とせず、人格形成や社会性養成のトレーニングの場

➢ スポーツ活動を通じた「自己認識」や「他者理解」を深め、中期期間を通じた心身の成長を促す

➢ 指導者は、技術指導に留まらず、チーム内の関係性を意図的にデザイン・マネジメントする必要性

安全 信頼
役割

責任

挑戦

承認

尊敬
協働

成長

理解
経験

肯定



チームビルディング・人間関係で想定される課題と背景

課題 背景 対応事例

レギュラーと補欠の対立
試合機会の偏りが承認欲求の不満を生む。
練習への態度や貢献、チーム内役割への貢献等を評
価する仕組みがないと顕在化する。

部活動の活動意義、チームの存在意義の確認
過度な競技力至上主義の見直し

新入生の孤立
年齢差・対格差・経験差によるチームへの介入度の
違いを無くす。希望する学生を受け入れる体制やバ
ディ制度の導入。

新入生に対する丁寧な説明やフォローアップ体制の確
立

キャプテンや中心選手への
過剰負担

役割・権限・サポート体制が不安定なまま、とにか
く個人にまかせようとする。
燃え尽き症候群やチーム不信につながらないように
配慮が必要。

キャプテン＋副キャプテン制度による責任の分散
組織として、スポーツ活動を実施することの確認

指導者と保護者の期待
ギャップ

競技志向vs教育志向の温度差。選手への圧力や過度
な期待によるモチベーションやパフォーマンス低下
に繋がらないような環境づくり。

保護者への丁寧な説明と部活動への理解を促すための
説明会や活動報告会、研修会を定期開催する。

規則や仕組みに拘束され過
ぎる

「これはチームの規則だから」と、競技面や活動面
に対して一方的に制限を掛けてしまう。

規則や仕組みといったルールは柔軟に運用し、
随時、見直しやアップデートを実施する体制を

仕組みを形成すること、マネジメントで予防・改善が可能



チームビルディング・人間関係の充実に向けて

子ども達の成長や将来に必要なライフスキルやセルフマネジメントを育む
心身ともに豊かなチームづくりを目指して

「ひとづくり」は技術指導と同等の専門性

➢ 「安全」「協働」「対話」「成長」の環境を備えた組織ほど、子どもの挑戦意欲は高まる

➢ 「制度」＋「文化」＋「教育」の３つの軸を意識したチームマネジメント

➢ 「指導者一人ではなく、チーム全員で」

（副顧問の配置、外部指導者の活用、子ども＆保護者も巻き込み、持続可能なチームづくりを）

➢ 単なるスポーツチームにならないよう、単なる雰囲気づくりにならないよう、子どもたちの成長に直

結する教育マネジメントの充実を視野に
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